



























また保育所の 3歳未満児では,生後 6ヵ月から1歳 3ヶ月未満児においては,この時期
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男児の親子遊び ･ふれあいで最も多かった項目は ｢テレビ ･ビデオをみる｣と ｢おしゃ
べりをする｣がともに42.2%であった｡ 3番目は ｢ごっこ遊び｣(34.0%),続いて ｢外で
遊ぶ｣(25.9%),｢絵本を読む｣(20.4%)の順であった｡
女児の親子遊び ･ふれあいで最も多かった項 目は ｢おしゃべりをする｣(40.4%)だっ


































｢子どもとのコミュニケーションをとりたいから｣(21.7%),｢道徳的価値観 (誠実 ･愛 ･
正義 ･善など)を育みたいから｣(18.8%)の順に,上位 5位にあげられていた｡一方,
理由として割合の少ないのは,｢形や数などの知識を豊かにしたいから｣ と ｢より良い生
活習慣 (着脱衣 ･食事 ･お片付けなど)を身に付けたいから｣はともに (1.4%),また
｢子どもを寝かしつけるために最適だから｣(0.7%)であった｡







1-2回 (35.5%)が最も多いが,次に週7回以上 (24.4%),続いて週5-6回 (17.7%),
週 3-4回は最も少なかった (2.6%)0[母のみ読み聞かせをしている]場合では,半数
近い母親が週 1-2回 (48.7%)と答えており,次に週 3-4回 (21.2%)であった｡




場合の ｢母親｣では,最も多かったのは 1歳未満 (45.4%)からであり,次いで 1歳～1歳
5ヵ月 (23.8%)であった｡約 7割 (69.2%)が 1歳 5ヵ月までに開始しており,そして
2歳 5ヵ月までには86.9%が開始していた｡[父母 とも読み聞かせをにしている]場合の
｢父親｣では,最も多かったのは 1歳未満 (33.3%),次いで 1歳～1歳 5ヵ月 (23.7%)
であった｡ 1歳 5ヵ月までに57%が開始しており,母親よりもやや少ないが, 2歳 5ヵ月
までには82.5%が開始していた｡[母のみ読み聞かせをしている]場合では,最も多かっ
たのは 1歳～1歳 5ヵ月 (28.9%)であり,次いで 1歳未満 (27.2%)の順であった｡
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図3.家庭での読み聞かせの開始時期
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表 1.読み聞かせをしている時の子どもの反応 (2つ選択)
子 ど も の 反 応 父母ともしている (母親) 父母ともしている (父親) 母のみしている
黙って絵本に見入っている 87(65.4) 74(55.6) 74(61.7)
絵本の文字や絵を指差す 42(31.6) 40(30.1) 31(25.8)
絵本の文字や絵について ｢これ,なに?｣と聞く 74(55.6) 58(43.6) 64(53.3)
絵本の内容に関連して,自分の身のまわりで起きたことを話す 32(24.1) 24(18.0) 38(31.7)
じっとしていられず,立ち上がる 4(3.0) 9(6.8) 3(2.5)
絵本の読み聞かせをすると笑う.ずっこける 13(9.8) 26(19.5) 17(14.2)
声をあげる 1(0.8) 0(0.0) 2(1.7)
親をみる 1(0.8) 4(3.0) 3(2.5)
[父母とも読み聞かせをしている]場合の母親の答えは,最も多かった(7)は,｢黙って




る｣(3.0%),｢声をあげる｣及び ｢親を見る｣はともに 1名 (0.8%)と少なかった｡
[父母とも読み聞かせをしている]場合の父親の答えは,最も多かった子どもの反応は,
母親の場合と同じく ｢黙って絵本に見入っている｣(55.6%),次に ｢絵本¢)文字や絵につ






本に見入っている｣(61.7%)であり,次に ｢絵本の文字や絵について ｢これ,何 ?｣と
聞く｣(53.3%)であった｡続いて ｢絵本の内容に関連して,自分の身のまわりで起きた
ことを話す｣(31.7%),｢絵本の文字や絵を指差す｣(25.8%),｢絵本の読みきかせをする
と笑う ･ずっこけ (14.2%),一方,｢じっとしていられず,立ち上がる｣及び ｢親を見る｣
はともに (2.5%),｢声をあげる｣は (1.7%)少なかった｡いずれの場合も子どもの主な








選 び 方 父母ともしている (母親) 父母ともしている (父親) 母のみしている
子どもが読みたいと思う絵本 106(79.7) 90(67.7) 92(76.7)
親が良いと思う一絵本 29(21.8) 29(21.8) 24(20.0)
話題 (売れている)になっている絵本 1(0.8) 3(2.3) 1(0.8)
人 (保育所 .幼稚園の先生など)から薦められた絵本 ll(8.3) 5(3.8) 12(10.0)
専門家が ｢良い絵本｣としている絵本 8(6.0) 3(2.3) 5(4.2)
何を物語ろうとしているかがわかる 4(3.0) 12(9.0) 4(3.3)
登場人物が鮮やかに描きわけられている 1(0.8) 1(0.8) 1(0.8)
絵の色使いがきれい 16(12.0) 8(6.0) 15(12.5)
文字と絵がマッチしている 1(0.8) 3(2.3) 2 ( 1 .7 )
話しの内容が良い 27(20.3) 17(12.8) 25(20.8)
子どもに適した用語と,親しみやすい文章である 32(24.1) 30(22.6) 28(23.3)
絵が子どもに親しめる .10(7.5) 19(14.3) ll(9.2)
[父母ともに読み聞かせをしている]場合の ｢母親｣の考え方では,最も多かったのは,





























た｡次に ｢子どもが自分で絵本を読んでいる (見ている)｣(50.0%),続いて ｢下の子が生
れたので,なかなかかまってあげる時間が取れない｣(26.7%)が上位 3位q)理由であった｡
父親の理由も,｢自分の仕事が忙 しくて,なかなか時間が取れない｣(75.0%)があげら
れており,母親よりも多 く7割を超える高い割合を示 していた｡次に ｢子 どもが自分で絵
本を読んで (見ている)｣(27.8%)であった｡
続いて ｢自分以外の家族 (大人)が絵本の読み 表 3.絵本の読み聞かせを通して子どもに伝えたいこと
きかせをおこなっている｣(25.0%)であった｡
｢無理強いはした くないから｣ という理由は父














シ ョン｣(10.0%),｢優 しさをもった子 どもに
なってほしい｣及び ｢思いや りをもった子 ども
になってほしい｣.(8.8%),｢知識を豊かにして
はしい｣(8.1%),｢子 どもの頃のあたたかい思
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